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福祉保健課
保健師

松本　朋子 379

　日南町では「働き盛り世代の健康」に課題があり、特に男性に多いという
ことが分かっています。この課題解決に向けて、町では令和元年度より、町
内事業所を対象とした健康づくり事業を行っています。

　忙しい毎日の中でも、できることから健康づくりに取り組んでいただ
きたいという思いから、「職域対抗 健康づくり作戦『健康経営力 No.１は
どこだ』」という事業を開始しました。生活習慣を改善することで、がん
を含めた生活習慣病を予防し、健康寿命が延伸することを目指しています。

職域対抗 健康づくり作戦「健康経営力No.１はどこだ」
～元気に働いている今から、仲間と一緒に健康づくりに取り組みませんか？～

働く人の健康づくり事業の実施開始

︻
事
業
の
概
要
︼

　
町
内
各
事
業
所
が
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
︑
そ
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
す
︒
ポ

イ
ン
ト
を
設
定
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
︑
合
計
点
を
競
い
ま
す
︒

︻
事
業
の
対
象
︼

　
町
内
事
業
所
と
従
業
員
の
み
な
さ
ん

︻
取
り
組
み
内
容
︼

　
﹁
事
業
所
ポ
イ
ン
ト
﹂
﹁
個
人
ポ
イ
ン

ト
﹂
と
し
て
︑
取
り
組
む
内
容
を
設
定
︒

実
施
期
間
の
う
ち
40
日
以
上
取
り
組
ん
だ

場
合
に
目
標
達
成
︵
ポ
イ
ン
ト
獲
得
︶
と

し
ま
す
︒

︻
取
り
組
み
の
評
価
︼

　
獲
得
し
た
ポ
イ
ン
ト
の
合
計
点
が
上
位

３
位
ま
で
の
事
業
所
に
表
彰
状
と
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
︒
事
業
所
ポ
イ
ン
ト
が
１
０

０
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
事
業
所
に
達
成
賞
を

贈
呈
し
ま
す
︒
ま
た
︑
個
人
と
し
て
積
極

的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
上
位
３

名
に
は
個
人
賞
を
贈
呈
し
ま
す
︒

︻
令
和
元
年
度
の
実
施
状
況
︼

　
令
和
元
年
度
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
︒

　
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
し
て
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
︒

︻
令
和
元
年
度
の
成
果
︼

　
事
業
実
施
後
︑
参
加
者
に
回
答
い
た
だ

い
た
行
動
変
容
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
︒

　
参
加
者
か
ら
は
︑
﹁
歯
み
が
き
の
時
に

踏
み
台
の
昇
り
降
り
や
︑
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を

し
な
が
ら
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
︑
ス
ト
レ
ッ
チ

等
を
し
て
体
を
動
か
す
こ
と
を
意
識
し

た
﹂
﹁
生
活
の
中
で
意
識
す
る
べ
き
ポ
イ

ン
ト
が
頭
に
刷
り
込
ま
れ
て
き
た
﹂
な
ど

・
参
加
事
業
所…

３
事
業
所

・
参
加
者…

13
名

◎
第
１
位…

日
南
福
祉
会
︵
達
成
賞
︶

◎
サ
ワ
タ
建
設
株
式
会
社
︵
達
成
賞
︶

◎
日
南
町
役
場
︵
達
成
賞
︶

〇
個
人
賞…

３
名

︻
事
業
所
︼

・
健
康
診
断
な
ど
の
受
診
率

・
従
業
員
向
け
の
健
康
に
関
す
る

　
研
修
開
催

・
敷
地
内
全
面
禁
煙

︻
個
人
︼

・
体
重
・
血
圧
・
歩
数
を
毎
日
測
ろ
う

・
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
よ
う

・
１
日
２
食
以
上
野
菜
を
食
べ
よ
う

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　
本
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に

生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
が
る
行
動
変
容

が
み
ら
れ
た
方
が
多
く
︑
特
に
自
分
自
身

の
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
行
動
や
意
識
が

変
わ
っ
た
よ
う
で
す
︒

　
ま
た
︑
事
業
所
単
位
で
の
参
加
と
し
た

た
め
︑
一
緒
に
働
く
仲
間
と
共
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
︑
﹃
健
康
づ
く
り
﹄
が
職

場
の
話
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
事
業
所

も
あ
り
ま
し
た
︒

︻
令
和
２
年
度
の
取
り
組
み
に
向
け
て
︼

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
働
く
た
め
に
︑
若

い
う
ち
か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
︑
﹃
健

康
﹄
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒
忙

し
い
中
で
も
無
理
な
く
︑
自
分
が
で
き
る

こ
と
か
ら
健
康
づ
く
り
を
始
め
ら
れ
る
本

事
業
に
︑
み
な
さ
ん
の
職
場
も
参
加
し
ま

せ
ん
か
？
令
和
２
年
度
は
︑
９
月
か
ら
開

始
予
定
で
す
︒
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

※

詳
し
く
は
︑
み
な
さ
ん
の
職
場
に
本
事

業
の
申
込
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
︑

ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

︵
取
り
組
み
内
容
の
一
例
︶

Q 1 . 健 康 づ く り に
　取り組む前後で、
　自分の健康に対
　する行動や意識
　などが変わりま
　したか？

変化があった
変化がなかった
無回答

Q2.言動や意識が変
　わったのはどん
　な習慣ですか？
　(複数回答可)

自分自身の健康管理
運動習慣
食習慣
職場でのコミュニケーション



第15回『運転免許証返納を考えるときがきた』の巻不定期
連　載

テレビで高齢者が自動車運転をして事故を起こしたニュースが流れて
きました。まさちゃんはニュースはテレビの世界のこと、自分は大丈
夫と思って見ていました。

編集協力　日南病院　日南福祉会

運転免許証返納、認知症の相談は  日南町福祉保健課内  地域包括支援センター  電話 82-0374まで

俺
が

 

連
れ
て
行
っ
て

　や
る
が

運
転
で
き

な
く
な
れ
ば
、

百
歳
体
操
も

パ
セ
オ
に
も

病
院
へ
も

い
け
な
く
な
る

言
っ
て

く
れ
る
の
は

あ
り
が
た
い
が

そ
こ
ま
で

　言
わ
れ
た
ら

そ
こ
ま
で

　言
わ
れ
た
ら

考
え
よ
う
か

そ
う
そ
う
、

　心
配
だ
わ

大
怪
我
し
た
ら

　大
変
だ
よ

電
柱
に
当
た
っ
て

今
日
ば
か
り
は

　
　ド
キ
ッ
と
し
た

電
柱
に
当
た
っ
て

今
日
ば
か
り
は

　
　ド
キ
ッ
と
し
た

た
ま
た
ま

だ
！あ

ん
な
の
は

　事
故
で
は

　
　な
い

　病
院
で

物
忘
れ
が
あ
る

と
い
わ
れ
た

　
　な
ぁ

…
…

。

最
近
、
車
の
傷
が

　気
に
な
る
な
ぁ

お
や
じ
は

　大
丈
夫
か
？

わ
し
は

　大
丈
夫

7　  広報にちなん令和２年９月

よしこさんの友達の
まさちゃん

登場人物

まさちゃんの息子

数
日
後

『運転できなくなったまさちゃんのその後』につづく

高
齢
者
が
運
転

中
に
コ
ン
ビ
ニ

に
突
っ
込
み
ま

し
た
・
・
・

ふ
ー
ん

 
わ
し
は
ゴ
ー
ル
ド

　
　
　免
許
だ
け
ぇ

ふ
ー
ん

 
わ
し
は
ゴ
ー
ル
ド

　
　
　免
許
だ
け
ぇ

テレビニュース

お
ふ
く
ろ

　ど
う
だ
？

う
ー
ん

私
が
一
緒
に

 

の
っ
て
い
る

　

 

け
ぇ

車
が
な
い
と

　ど
こ
に
も

　
　
　行
け
ん

自
分
た
ち
が

協
力
し
な
い
と

い
け
な
い
な

お
や
じ

そ
ろ
そ
ろ

返
却
を

考
え
ん
か
？

わ
し
ゃ

　
　返
さ
ん

息子困惑

と
い
っ
て
も
、

い
つ
も
と
な
る
と

　難
し
い
な
ぁ

連
れ
て

　

 

行
く

事
故
し
た
ら

お
や
じ
も
相
手
も

　大
変
な
こ
と
に

　
　な
る

1

2

3

4

5

6

7

8

〈
解
説
〉
最
近
、高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
事
故
が
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
自
分
で
は
長
年
運
転
し
て
き
て
大
丈
夫
と
思
っ
て
も
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
反
応
、
反
射
も
鈍
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ざ
免
許
証
返
納
と
な
る
と
そ
の
後
の
生
活
が
イ
メ
ー
ジ
出
来
に
く
く
不
安
ば

か
り
が
募
り
ま
す
。「
分
か
っ
て
は
い
る
が
・
・
・
・
」
と
い
う
気
持
ち
へ
の
配
慮
が
必
要
と
共
に
、
返
納
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。



　各
種
講
座
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
す
る
人
た
ち
の
多
く
は
、｢

友
だ
ち
が

で
き
、
楽
し
く
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
楽
し
い｣

「
仲
間
で
切
磋
琢
磨

し
、
張
り
合
い
の
あ
る
楽
し
い
活
動
が
で
き
る｣

と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
す
。

　本
年
度
は
、
講
座
や
サ
ー
ク
ル
活
動
も
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
活

発
な
学
習
活
動
が
で
き
な
い
状
況
の
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
身
近
に
あ
る
各

地
域
の
ま
ち
（
む
ら
）
づ
く
り
協
議
会
主
催
の
各
種
講
座
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
身
近
だ
か
ら
出
か
け
る
の
に
も
簡
単
、
そ
の
う
え
、
よ
く
知
っ
た

人
た
ち
と
の
活
動
で
す
。
今
月
は
、
福
栄
・
石
見
・
多
里
地
域
の
各
種
講
座

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　参
加
し
た
い
方
は
、
各
ま
ち
（
む
ら
）
づ
く
り
協
議
会
に
連
絡
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
福
栄
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
：
☎
８
３－

０
４
５
４
】

◇
パ
ソ
コ
ン
教
室
：
月
２
回
（
第
２
・
第
４
火
曜
日
）
午
前
10
時
〜
、
個
人

　指
導
に
応
じ
る
。

◇
生
け
花
教
室
：
月
１
回
（
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
及
び
指
導
者
の
都
合
に
よ
り

　11
月
か
ら
開
始
し
ま
す
）

◇
手
話
サ
ー
ク
ル
活
動
：
月
１
回
（
午
前
10
時
〜)

、
伊
田
哲
朗
さ
ん
の
指
導

◇
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
教
室
：
第
２
回
目
は
文
化
祭
に
お
い
て
実
施

◇
第
２
回
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
教
室
：
２
月
13
日
（
土
）

【
石
見
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
：
☎
８
３－

０
７
１
１
】

◇
ポ
ル
ト
ブ
ラ
・
ズ
ン
バ
ダ
ン
ス
教
室
：
毎
月
１
回
（
第
３
月
曜
日
）、
19

　時
30
分
〜
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

◇
園
芸
教
室
：
12
月
13
日
（
日
）、
ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
バ
ー
ジ
ョ
ン

【
多
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
：
☎
８
４－

０
１
５
１
】

◇
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
：
毎
月
１
回
、
参
加
者
の
相
談
に
よ
り

　期
日
・
時
間
決
定

◇
大
人
の
料
理
教
室
：
２
月
中
旬
、
ジ
ビ
エ
料
理
教
室
（
指
導
者
：
ほ
う
き

　の
ジ
ビ
エ
推
進
協
議
会
）

　な
お
、
各
ま
ち
（
む
ら
）
づ
く
り
協
議
会
と
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
延
期

や
中
止
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
か
、
講
座
や
教
室
等
を
「
密
」
の
状
況
に
し

な
い
た
め
、
個
人
希
望
に
応
じ
た
学
習
時
間
で
対
応
す
る
な
ど
工
夫
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

84
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

身
近
な
と
こ
ろ
で
学
ん
で
は
・
・
・
（
そ
の
１
）

英語のポイント：Eardrum 「鼓膜」

英語のEardrumは「ear」と「drum」の単語に分かれます。

日本語で「ear」は「耳」、「drum」は「太鼓」を意味します。英語で鼓膜は「耳の太鼓」という表現となります。

外国語指導助手
ハンセカーの Happy Column

　Hello everyone. Today, in this edition of the Happy 
Column, I wanted to explain one way humans are able to 
hear sounds. I studied the hearing system during my time 
as a university student and wanted to share with you 
how this fascinating sense of ours works. 
　Let’s imagine that you’re on a walk and suddenly 
you hear a crack below you. When you look down, you 
see that you have stepped on a branch. Before you saw 
that you broke the branch, you were able to hear it! 
Hearing can be such an incredibly helpful sense. But, how 
were you able to hear the sound of the branch cracking?
　When you stepped on the tree branch, the physical 
break of the branch caused a change in the air pressure 
around it. This change in air pressure is also known as the 
sound wave of the tree branch “crack”. When the 
sound wave reaches our ears, the sound wave enters our 
ear canal and causes our eardrums to move. 
　The eardrum is a thin membrane that moves like the 
skin of a drum. The eardrum is also connected to the 3 
smallest bones in our body, the incus, malleus, and stapes. 
When the sound wave moves our eardrums, these 3 
bones move as well and amplify the sound coming in. 
These three bones transmit the sound wave energy to 
the cochlea, where the hair cells are located. 
　Hair cells fire signals to the brain when the sound wave 
energy reaches them and causes the projections on the 
cell (called stereocilia) to bend. These electric signals sent 
from the hair cell let our brain know that there was a 
crack sound from a tree branch!

　みなさん、こんにちは！今回は、人間がどのようにして

耳で音を聴くことができるのかを解説したいと思います。

　私は、大学で聴力について勉強をしたので、皆さんにこ

の面白い感覚が作用する仕組みを伝えたいと思います。

　例えば、ある時、あたなが散歩していると、足元から

「バキッ」という音が急に聞こえてきたとします。

　足元には折れた木の枝がありますが、木の枝を見なくても

聞こえた音から木の枝を踏んだことに気づくことができます｡

　こんな場面で「聴力」はとても役に立ちます。では、ど

のような仕組みで枝が折れた音が伝わったのでしょうか？

　まず、あなたが木の枝を踏んだ時に、枝の折れた周辺の

気圧を変化させます。この気圧の変化は音波となり、あな

たの耳から外耳道に入り「鼓膜」を動かします。「鼓膜」

は太鼓の革のように振動する薄い膜です。鼓膜は、人体で

３つの最小の骨である「ツチ骨、キヌタ骨、アブミ骨」に

つながっています。音波が鼓膜を動かすと、この三つの骨

に伝播することで音の振動をさらに強くします。この三つ

の骨は音波をさらに

有毛細胞にある「蝸

牛（かぎゅう）」に

伝えるのです。

　音波は電気信号と

なって、脳に伝わ

り、この電気信号が

脳に木の枝が折れた

音を伝えるのです。

Example（例）： I tore my eardram!  （鼓膜が破れてしまいました！）
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　日南小中学校は７月22日に終業式を終え、夏休

みに入りました。２学期の始業日は８月24日、例

年より少しだけ短い夏休みですが、子ども達には、

新型コロナウイルス感染症に気をつけながら、けが

や病気をすることなく元気に過ごしてほしいと思い

ます。地域の皆さま、子ども達を温かく見守り、声

かけをよろしくお願いいたします。

　さて、「にちなん子ども応援隊」が本格的にス

タートしたのは平成23年４月、もう10年目になり

ます。私はコーディネーターとしてスタートから関

わってきましたが、この役割を荒金敏文さんにバト

ンタッチすることになりました。引き続きよろしく

お願いいたします。

　私は、学校からの依頼に合わせて地域の多くの

方々にボランティアをお願いしてきました。その延

べ人数は、現在の日南町の人口を超えることでしょ

う。「子どものためになるなら」「できることな

ら」と気持ちよく支援して下さいました。ありがと

うございました。

　ところで、日南町では、令和４年からコミュニ

ティ・スクールを導入します。それに先立ち、

「オールにちなんＣＳミーティング」が各地域で行

われました。コミュニティ・スクールは「地域とと

もにある学校づくり」「学校とともにある地域づく

り」をめざしています。学校が良くなるだけでなく

(学校応援)、地域もより良くなる活動(地域学校協働

活動)にすることだという方もいます。今までは学

校応援という意識が強かったと思いますが、今後は

学校と地域住民が一緒になって、子どもや地域の課

題に取り組んでいくことになります。

　コミュニティ・スクールが軌道に乗るまでには紆

余曲折もあると思いますが、期待しています。後任

の荒金さんは、スタートに向けて準備にも取り組ま

れます。よろしくお願いいたします。

連絡先…日南町教育委員会(82-1118)

　　　　コーディネーター携帯(080-5232-7712)

【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

みんなで考えたい、子どものよりよい育ち②

～子どもの生活とインターネット～

にちなん子ども応援隊だより No.87

①家庭でルールを決め、守らせること。

②子どもの利用状況（時間や内容）をきちんと知っ 

　ておくこと。

③子どもの安全のために有害情報を制限するなど、

　機器の設定をすること。

保護者が行うべき措置（ペアレンタルコントロー

ル）については、次のように考えることができます。

・親子でよく話し合って、それぞれの家庭に合っ

　た利用のルールを一緒に作りましょう。

・スマホやゲーム機

　のペアレンタルコ

　ントロールのため

　の設定項目を確認

　してください。

　さて、皆さんのご家庭では、しっかり対策が行わ

れていますか。

保護者のみなさんへのお願い

　私たちの生活は急速に情報化が進み、インター

ネットはウェブサイトの閲覧や電子メールの利用に

とどまらず、SNS（ソーシャルネットワーキングサー

ビス）での交流、電子書籍や動画の視聴、電子マネー

の利用、健康管理など、あらゆる面で多くの人の生

活に役立つものとなっています。インターネット上

のサービスは多様に存在し、今では、スマホやタブ

レット、パソコン、ゲーム機等でこれらのサービス

を利用する子どもも大変多くなっています。

　これらは子どもたちの生活にも様々な影響を及ぼ

しており、便利さや楽しさの反面、深刻な悪影響も

あることを私たちは理解しておく必要があります。

実際、SNS での中傷（ネットいじめ）が原因で命

が奪われる事案も発生しています。個人情報の流出、

詐欺、スマホ依存、人権侵害、面白半分の動画・画

像の投稿、他者とのトラブル等、多くのリスクがあ

ることを子どもたちに教え、情報化社会で生き抜く

力を身につけさせなければなりません。

　青少年のインターネットの利用を管理するために
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図書支援、お世話に
なりました。

中村秀代さん、長い間お世話になりました。



　写真家の廣池昌弘さん（南部町）が世界 2 位を受

賞した作品を日南町へ寄贈され、贈呈式が行われま

した。廣池さんは世界最大規模の写真コンテスト「ソ

ニーワールドフォトグラフィーアワード 2020」の

プロフェッショナル部門 ( 自然・野生生物 ) におい

て日本人初の準グランプリを受賞されました。受賞

した作品「ヒメボタル」は日南町・南部町・江府町

で撮影したホタルの組写真で、現在町長室に飾られ

ています。

日南のヒメボタルが
世界2位の写真に

７

14

町から3人
絵手紙コンクール入賞！

未来の子どもたちを思って

　令和４年度からのコミュニティ・スクールの導入

に向けて各地域で説明会が行われました。コミュニ

ティ・スクールとは、地域と学校がパートナーとし

て連携し、地域と共にある学校づくりを進めていく

仕組みです。コミュニティ・スクールについて説明

された後、４つ程の班に分かれ班ごとに“どのよう

な子どもに育ってほしいか”“何ができるか”など

を話し合い未来の日南町のために熱い議論が交わさ

れました。

にんじんジュースで
コロナに打ち勝つ！

　日南トマト加工株式会社より日南町の子どもたちへに

んじんジュースが贈られ、贈呈式が行われました。特産

品のにんじんジュースを、地元である日南町の子どもた

ちに味わってほしいという思いから贈られました。贈呈

式に出席された内田章久代表は「にんじんに含まれてい

るカロテンは免疫力を高める効果があります。にんじん

ジュースを飲みコロナに打ち勝ってもらえたら」と話さ

れました。にんじんジュースは町内の保育園、小学校、

中学校へ配られました。

７

14

７

５

７

14
うちだ あきひさ

ひろいけ まさひろ

ちまき作り講習開催

はやし ふ み よ

　下阿毘縁の集会所にて林冨實代さんによるちまき

作り講座が行われました。元々ちまきは農作業でお

世話になった方へお礼として作られていましたが昨

今は作られることも少なくなり、作り方を引き継い

でいこうという目的で開催されました。材料の配分

やこね方などを教わりながら作った後、皆で美味し

く食べました。

まちの話題まちの話題
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７
13～30

　「今こそでき

る！じっくり読書

キャンペーン」

（鳥取県教育委員

会主催）の読書感

想文・絵手紙コン

クールの授賞式が

行われました。

360点の応募の中

から、絵手紙部門で岸紡生さん（日南小学校３年生）

が知事賞を、安達八雲さん（日南小学校２年生）、

前田夏帆さん（日南小学校４年生）が教育長賞を受賞

しました。

きし つぐみ

あだち やくも

まえだ かほ



　新型コロナウイルス感染症の影響で大変な思いをしている島

根大学の学生へ、連携協定自治体である日南町として力になれ

ればという思いから、日南町産米コシヒカリ 300 キロを大学に

寄贈しました。島根大学鬼形和道医学部長は「温かい気持ちを

いただいた。医学部生には、将来患者さんやその家族を幸せに

できる医療人を目指してほしい」と話され、日南町へ感謝状が

贈呈されました。

日南町のお米が島根大学へ
８

３

目標は14万ケース
日南トマト出発式

　今年も日南トマト出発式が鳥取西部農協日南支所ト

マト選果場で行われ、生産者や関係者など約80名が出

席しました。日南トマト生産部長の岩田真也さんは、

「今年は梅雨が長く日照不足でいつ梅雨が明けるか分

からないが皆さんの培った技術や努力で乗り越えるこ

とができたら」と話されました。今年は14万ケースを

目標にしています。

電子ピアノを小学校へ贈呈

　新型コロナウイルス感染症が流行する中、少しで

も気持ちが明るくなれるようにという思いより三森

不二夫さんから日南小学校へ電子ピアノが贈呈され

ました。１学期の終業式前に贈呈式が行われ、代表

の小学生からお礼の言葉が伝えられました。

７

22

規模を縮小しての開催

　斐乃上温泉斐乃上荘にて宣揚祭・船通山記念碑祭を開

催しました。例年は船通山山頂で神事などを行っていま

すが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため規模を

縮小しての開催となりました。恒例の神振行事ならびに

鳥上小学校児童による古事記の唱和も中止となりました

が、今年も登山客の安全や五穀豊穣を祈念しました。

７

28

７

21

８

１

いわたふ じ お

みつもり

しんや

おにがた かずみち

まちの話題まちの話題

夕涼みコンサート

　日南町総合文化センター野外イベント広場にて夕

涼みコンサートが行われました。日南中学校吹奏楽

部＆OBOG による演奏や、にちなんダンススクールに

よるダンス発表の他、屋台が出され楽しい一夜とな

りました。
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□ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □

献血のお願いお知らせ

□

2020にちなんふる里まつり展示作品募集のお知らせ募集

□

感染症防止対策として避難所改修整備事業をご活用ください。お知らせ

□

工事の前には「遺跡」や「文化財」の確認をお願いします。お願い

□

図書館でパネル展示 ＜９月10日～16日は自殺予防週間です
   ～大切にしていますか？あなた自身のこと～＞

　西部総合事務所福祉保健局と日南町が共同で自死予防のキャンペーンを実施します。
うつ病等の早期発見の大切さや相談窓口を広く知っていただき、自死の予防を行うこ
とが目的です。
　「眠れない」「なんとなくだるい」「元気がでない」など、以前と比べて変わった
ことがないか、ご自身の心の健康を振り返ってみる機会にしてはいかがでしょうか。
　いつでも自由にご覧いただけるよう日南町図書館を会場にして、パネル展示、チラ
シ配布、関連図書の貸出等をおこなっていますので、是非お立ち寄りください。

期間　９月１日(火)～30日（水）※毎週月曜日と秋分の日（9/22）は休館
場所　日南町図書館

鳥取県「眠れてますか？」
睡眠キャンペーンキャラクター

日南町スーミン

　鳥取県では遺族の方等の心情に配慮し、法律名や統計用語などを除き、原則として「自殺」という言葉に
代えて「自死」という言葉を用います。

□問  役場福祉保健課（TEL 82-0374）または日南町図書館（TEL 77-1112）
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各種自衛官募集のお知らせ募集

□

国保人間ドックの受診者を募集しています！募集

□ □

令和3年度
にちなん中国山地林業アカデミー
の生徒募集（一般選考前期）について

募集

□

令和2年国勢調査を実施しますお知らせ

総務省・都道府県・市区町村

国勢調査については、「国勢調査 2020 総合サイト」
をご覧ください。
https://www.kokusei2020.go.jp/

ひとり親世帯臨時特別給付金のご案内お知らせ

□



オッサン

ショウオが行く 小谷　怜実さん

プロフィール

　日南町出身の22歳（神戸上）。米子の高

校を卒業後、倉吉の短期大学へ進学。

　卒業後生まれた日南町に戻り、鳥取西部

農業協同組合へ就職。現在3年目となる。

　大学時に国際文化交流学科という学科に入り、地
域社会や外国の文化について学びました。学んでい
く中で地域に関わることができたらという思いが芽
生えたことと、実家が農業をしていたこともあり農
業協同組合に就職したいと思いました。農業協同組
合は地元の方が多く来られ関わることができること
と、様々な事業をしており多岐にわたる仕事ができ
ることに魅力を感じました。

　私は主に“信用業務”といって窓口でお金の出し
入れを行う仕事をしています。具体的に言うと、窓
口が開いてからは振り込みや引き出し、窓口でのお
客様の対応を行い、窓口が閉まってからは現金を合
わせる作業や次の日の準備などをしています。納税
の取り扱いもしているので1ヵ月の中でも忙しい週
とそうでない週とがあります。

間違えたらいけない”という
緊張感の中での仕事。
3年目になると慣れるものな
のですか？

　全然慣れません。先輩から学んだことと
して｢忙しいときほど余裕をもって、暇な時
ほど丁寧に｣という言葉があるので心がけて
います。3年目になり、1年目のときに対応
できなかったことができるようになってき
て少しは成長できたのかなと思う時もあり
ますが、全体的にまだまだだなと思います｡

やりがいはなんですか

　お客様と関わっていて「ありがとう」と
言ってもらえたり、知らないことを提案し
て感謝されたりすると、この仕事をしてい
て良かったなぁと思います。

こだに　　　　 れ　  み

鳥取西部農業協同組合

この仕事を選んだ理由は

仕事内容は

今後の目標は

　まずは自分が担当している業務のことを
質問されたらなんでも答えられるようにな
りたいです。そして、この人に対応しても
らって良かったと思っていただけるような
対応をできるように頑張っていきたいです。

町で頑張る若手として、
何か思うことはありますか

　同級生が34人いたのですが、過半数は町
外に出てしまっています。やはり、寂しい
ですね。就職先等難しい問題はあるのかも
しれませんが皆には帰ってきてほしいです。
　そして日南町で一緒に働きたいなと思い
ます。

　お金を扱う仕事なので、決して間違えてはいけな
いし、常に緊張感をもって神経を研ぎ澄ませながら
仕事をしなくてはいけないことです。1円でも合わ
なければ原因が分かるまで皆で探すので先輩方にも
迷惑をかけることになります。特に1年目の頃は
“間違えてはいけない”と思いすぎてそのことで頭
がいっぱいになり、失敗をしていました。
　また、覚えることが多いことも難しいなと思いま
す。専門的な知識も必要で、入社してから一つ資格
を取りましたがまだまだ必要な資格があり別の資格
を取りたいと思っています。資料も買いましたが
中々難しいです。

難しいと思うことは
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感染予防効果をうたった広告に注意しましょう vol.３

ル
ブ
ラ
ト
者
費
消

福田登代子 相談員

お問い合わせ先 ８２－１１１２ 【役場住民課】消費生活相談窓口 

怪しいと思ったら、すぐ、決めず、相談を！

【アドバイス】

　●新型コロナウイルスに対する予防効果に根拠のある食品はありません。
　●新型コロナウイルス感染症について特性などが明らかではなく、民間施設では有効性を
　　確認する試験も不可能です。
　●消費者庁は、新型コロナウイルスの予防効果を標ぼうする商品の不当表示に対する監視
　　指導を行っており、表示の改善要請が行われています。
　●消費者庁の監視指導は３月にも行われていますが、繰り返し根拠のない商品が出てきて
　　いるので注意が必要です。
　●感染症対策としては、ていねいな手洗い、バランスのよい食事や適度な運動、十分な睡
　　眠で免疫力を高めておくことが大切です。
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日
南
町
の
防
災
に
関
係
す
る
公
共
機
関
、
公
共

団
体
、
住
民
の
代
表
な
ど
28
人
に
よ
る
日
南
町
防

災
会
議
を
７
月
21
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
例

年
よ
り
広
い
会
議
室
で
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

入
り
口
で
検
温
と
手
指
消
毒
を
行
い
、
会
場
の
ド

ア
を
開
放
し
た
う
え
で
開
催
し
、
発
言
者
の
マ
イ

ク
も
人
が
変
わ
る
ご
と
に
消
毒
を
徹
底
し
感
染
防

止
に
努
め
て
進
行
し
ま
し
た
。

　
協
議
し
た
内
容
は
、
①
昨
年
度
の
日
南
町
で
の

災
害
の
分
析
と
報
告
、
②
日
南
町
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
説
明
、
③
日
南
町
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
検
討
、
④
意
見
交
換
、

な
ど
で
す
。

　
こ
の
中
で
日
南
町
で
の
災
害
予
防
、
災
害
対

応
、
災
害
復
旧
に
つ
い
て
定
め
る
「
日
南
町
地
域

防
災
計
画
（
風
水
害
編
）
」
の
見
直
し
に
つ
い
て

の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
風
水
害
に
対

す
る
防
災
対
策
の
強
化
と
し
て
、
災
害
時
に
特
に

配
慮
が
必
要
な
社
会
福
祉
施
設
、
学
校
、
医
療
施

設
等
の
う
ち
土
砂
災
害
や
浸
水
の
恐
れ
の
あ
る
14

の
施
設
を
「
要
配
慮
者
利
用
施
設
」
と
し
て
指
定

す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
で
は
今
後
、
災
害
時
の
避
難
を

行
う
た
め
に
綿
密
な
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
で
大
規
模
な
災
害
が
続
く
中
で
、

被
災
地
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
と
き
、
外
部
か

ら
の
応
援
の
受
け
入
れ
や
、
他
の
市
町
村
へ
の
応

援
に
つ
い
て
、
お
よ
び
被
災
者
の
支
援
に
欠
か
せ

な
い
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
も
受
け

入
れ
体
制
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

日
南
町
防
災
会
議
を

　
　

  

　開
催
し
ま
し
た

T
E
L   

８
２

－

１
１
１
１

役
場
総
務
課

お
問
い
合
わ
せ
先

【参考：消費者庁資料より】

【相談】新型コロナウイルス感染症対策として、効果のある食品は
　　　　ないかと思いインターネットを見ていたら、「肺炎の重症
　　　　化を防ぐ」「ウイルスを攻撃する」など、その商品を食べ
　　　　れば効果があるかのようなことが書かれている。本当に効
　　　　果あるか知りたい。

　
イ
ノ
シ
シ
は
山
の
動
物
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
た
め
、

水
を
嫌
が
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
。
で
も
実
は
、
水
浴
び

や
泥
浴
び
を
好
ん
で
行
う
、

水
が
大
好
き
な
動
物
で
す
。

ち
な
み
に
泳
ぎ
だ
っ
て
上
手

で
す
。

　
そ
ん
な
イ
ノ
シ
シ
だ
か
ら

こ
そ
、
農
地
へ
の
侵
入
経
路

と
し
て
、
川
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
１
枚
目
の
写
真
で
す

が
、
こ
の
地
点
で
は
イ
ノ
シ

シ
は
川
の
中
で
は
な
く
、
写

真
左
側
の
川
辺
の
砂
地
を
歩

い
て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
親

子
連
れ
で
こ
こ
を
通
っ
た
よ

う
で
す
。こ
こ
を
通
っ
た
後
、

少
し
上
流
で
川
辺
か
ら
上

が
っ
て
農
地
に
侵
入
し
て
い

ま
し
た
。

　
１
枚
目
の
写
真
か
ら
少
し

下
流
に
行
っ
た
地
点
が
２
枚

目
の
写
真
で
す
。
こ
の
地
点

で
は
イ
ノ
シ
シ
は
写
真
左
側

の
草
地
を
歩
か
ず
、
川
の
中

を
歩
い
て
い
ま
す
。
少
し
深

い
と
こ
ろ
で
は
泳
い
で
移
動

し
ま
す
。
足
の
短
い
ウ
リ
坊

も
し
っ
か
り
泳
ぐ
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　
川
は
イ
ノ
シ
シ
に
と
っ

て
、重
要
な
移
動
経
路
で
す
。

山
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
以

上
離
れ
た
農
地
ま
で
、
川
を

移
動
し
て
侵
入
し
た
事
案
も

あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
川
側

の
守
り
を
見
直
し
て
み
て
下

さ
い
。

獣害対策
最前線

イノシシは
川も歩きますよ！
日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399
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　８
月
４
日
、
第
３
回
ふ
れ
あ
い
人
権

講
座
を
開
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
米
子

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
男
女
共
同
参

画
部
会
の
皆
さ
ん
か
ら
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｄ

Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

は
主
に
夫
婦
間
の
肉
体
的
、
精
神
的
暴

力
、
虐
待
・
支
配
の
こ
と
で
、
長
ら
く

の
社
会
問
題
で
す
。
対
し
て
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
は
未
婚
の
恋
人
の
間
に
起
こ
る
暴
力

や
心
身
を
縛
る
行
為
、
お
金
の
搾
取
な

ど
の
こ
と
で
す
。
若
い
人
達
の
間
で
増

え
て
い
る
と
言
わ
れ
、
当
事
者
が
学
生

や
若
年
の
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
判
断

力
や
対
応
力
が
未
熟
な
頃
に
こ
の
よ
う

次
回
の
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

第
３
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

日

　時

　９
月
８
日(

火)

　午
後
６
時
30
分
〜

会

　場

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

講

　師

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー
職
員

☆
テ
ー
マ
は
検
討
中
で
す…

。

ー 

お 

知 

ら 

せ 

ー

　「
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
中
止
で
す
。

　毎
年
10
月
に
人
権
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
実
行
委
員
会

で
の
協
議
の
結
果
、
今
年
は
開
催
を
見

合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　いまだ終息の気配がない新型感染症の世界的な

大流行の中、いろいろな形での人権を損なう行為、

出来事が起こっています。感染者、その家族、医

療関係者、飲食店、食料品店員、宅配配達員など

の様々な方々への偏見、忌避、差別言動がありま

す。その他にも多様な差別が現れています。

　世界中の誰もが苦しんでいる今こそ、互いの人

権を尊重して乗り越えなければなりません。

日

　時

　９
月
11
日(

金)

　午
前
９
時
〜
12
時

場

　所

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
」

〜
人
と
人
と
の
よ
り
良
い

　
　
人
間
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
〜

９
月
の
人
権
相
談
・

　
　
　
　
　
行
政
相
談
の
ご
案
内

な
事
態
に
陥
る
こ
と
は
今
後
の
人
生
に

も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
普
及
は
、
お
互
い
を
過

度
に
監
視
し
束
縛
し
て
し
ま
う
状
況
が

増
え
た
要
因
で
し
ょ
う
。
若
い
人
た
ち

に
交
際
の
モ
ラ
ル
や
、
恋
人
に
限
ら
ず
、

相
手
の
人
格
や
生
活
を
尊
重
す
る
こ
と

が
、
よ
り
良
い
関
係
づ
く
り
の
た
め
に

大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
こ
の
日
は
米
子
協
議
会
の
古

都
英
幸
会
長
や
町
内
の
人
権
擁
護
委
員

さ
ん
も
出
席
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
の

活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
人

権
に
関
す
る
悩
み
事
、
困
り
ご
と
が
あ

れ
ば
気
軽
に
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
こ
と
。
日
南
町
で
は
毎
月
１
回
、
行

政
相
談
委
員
さ
ん
と
一
緒
に
、
相
談
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
は
、

ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▲スマホでいつも繋っていたい。
でも、それで「束縛」に堕ちるかも？
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新型コロナウイルス感染症の
流行と人権尊重
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

そ
ろ
そ
ろ
会
い
た
い
ふ
る
里
の
栗
の
花
匂
う
頃
　  

茶
　屋
　木
山
　輝
子

ち
ゃ
ん
付
け
で
呼
ば
れ
懐
か
し
童
心
に
戻
る
　
　  

茶
　屋
　小
林
　道
子

ど
こ
か
ら
来
た
の
減
反
田
の
赤
い
ポ
ピ
ー
　
　
　  

生
　山
　弓
場
　里
恵

ひ
す
い
め
く
豆
ご
飯
ほ
っ
こ
り
誕
生
日
と
知
る
　  

生
　山
　渡
辺
　圭
子

よ
ど
み
な
く
大
き
く
な
る
雑
草
に

　
　
　
　
　
た
め
息
を
つ
い
て
褒
め
て
い
る
　
　  

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

コ
ロ
ナ
は
じ
け
て
世
界
中
マ
ス
ク
マ
ス
ク
　
　
　  
神
戸
上
　柴
田
　篤
子

マ
ス
ク
姿
目
元
頼
り
に
人
相
の
記
憶
巡
ら
す
　
　  

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

今
年
は
こ
れ
と
ピ
ン
ク
の
杖
母
の
日
の
贈
り
物
　  

茶
　屋
　岸
本
　治
枝

煮
物
の
番
し
て
居
眠
り
し
て
い
る
　
　
　
　
　
　  

印
　賀
　久
代
　幹
子

余
生
穏
や
か
に
生
き
た
し
紫
陽
花
丸
く
咲
く
　
　  

茶
　屋
　木
山
　操
子

友
去
り
し
う
し
ろ
姿
に
梅
雨
し
ぐ
れ
　
　  

　
　
　
神
戸
上
　笹
間
　玲
子

逢
え
ぬ
孫
達
写
真
見
入
る
や
梅
雨
最
中
　  

　
　
　
宮
　内
　田
辺
登
志
美

夏
未
明
よ
り
ベ
ジ
フ
ァ
ス
ト
漬
け
け
り
　  

　
　
　
宮
　内
　船
越
　裕
子

吊
り
終
え
し
大
玉
葱
に
一
息
す
　
　
　
　
　  

　
　
矢
　戸
　和
田
　淑
子

子
燕
を
迎
ぐ
雨
手
に
杖
た
て
て
　
　
　
　
　
　  

　
豊
　栄
　花
倉
美
佐
子

梅
雨
豪
雨
と
ク
ラ
ス
タ
ー
コ
ロ
ナ
ご
め
ん
だ
よ
〜
　 

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

草
む
ら
に
薄
紫
の
り
ん
ど
う
の

　
　
　
　
　
　
郷
秋
の
風
花
片
揺
れ
し

阿
毘
縁
　木
村
　民
子

老
鶯
の
競
そ
う
て
鳴
け
ば
美
し
く

　
　
　
　
　
　
笛
の
音
の
如
心
に
響
く

阿
毘
縁
　木
村
　民
子

こ
の
身
体
チ
ェ
ン
ソ
ー
持
ち
て
五
十
年

　
　
　
　
　
佳
境
に
入
り
ぬ
人
生
の
極
み

下
石
見
　浅
川
　三
郎

無
と
空
で
説
く
心
経
の
奥
深
さ

　
　
　
生
き
る
苦
し
み
断
ち
て
楽
し
む

湯
　河
　山
田
　司
郎

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
手
話
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　手
話
が
初
心
者
の
方
で
も
安
心
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
中
の
簡
単
な
手
話
表
現
を
学
習

し
て
い
ま
す
。

　手
話
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

９
月
６
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

場

　所

　未
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

※

感
染
予
防
策
を
行
い
な
が
ら
、
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中

止
し
ま
す
の
で
事
前
に
確
認
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

ひ
び

（
最
高
の
野
菜
）

　８
月
１
日
の
夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト
で
久
し
ぶ

り
に
生
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
発
表
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も

あ
り
、
芸
術
を
肌
で
感
じ
る
機
会
が
減
っ
て
き

て
い
る
中
と
て
も
貴
重
で
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

発
表
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
中
に
は
普
段
取
材

を
し
て
い
る
時
に
見
か
け
る
子
も
い
ま
し
た
。

普
段
は
「
撮
ら
ん
で
よ
〜
」
と
恥
ず
か
し
が
っ

て
い
る
子
も
堂
々
と
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
お
り
、

好
き
な
こ
と
を
発
表
す
る
機
会
は
大
切
だ
と
改

め
て
感
じ
た
の
と
、
い
か
に
芸
術
が
心
を
潤
し

て
く
れ
る
か
自
粛
が
続
い
て
い
る
今
、
痛
感
し

た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

役
場
企
画
課
　
８
２

－

１
１
１
５

問

９
月
の
日
程

右手でうちわや扇子を
持って手首をひねって
あおぐ動作をする

右手のこぶしをひたいにあ
てて２回軽くたたく

「
病
気
」

熱
中
症

「
暑
い
」
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『
芸
術
は
す
ば
ら
し
い
!!
』



　皆さんの手元にこの町報が届くころは8月末頃。
新型コロナウイルス感染症の感染状況がどのよう
になっているのか予測もつかない。減少していて
くれればと願うばかりであります。行政の長とし
て「盆の帰省客」に対してのメッセージ文の表現

に日々状況が悪化している中で悩んでいます。各県知事の
発言が報道され始めました。日本文化の伝統的儀式の「墓
参り」「初盆」、友人と会いたい、お母さんの料理が食べ
たいなど、帰りたい人、我慢する人。帰ってほしい、来て
ほしいけど不安で心配な町民。心の葛藤が続いていること
と思います。
　今、人間社会は見えない敵の新型コロナウイルスと気候
変動と戦っています。新型コロナでは、経済活動と感染拡
大予防は両方とも大切であります。只、第2波の感染拡大
が地方も含めて拡大傾向が続いている中で迎える盆シーズ
ンとなります。このままだと両方がつぶれる可能性があり
ます。日南町はこの夏の成人式は昨年に続き延期（去年は
台風により）としました。
　「重症化リスクが高い高齢者が多い地域に配慮して、ご
家族と今一度十分に相談して、できれば辛抱してほし
い。」と伝達しようと現時点では思っています。家族や親
族が集まれば、おのずと気が緩みます。直接顔を見合わせ
ることはできなくなるかもしれませんが、心と心のきずな
は失わないようにしていただきたいと思います。

記　令和2年8月4日

（令和２年７月16日～令和２年８月15日受付分）

令和２年７月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 1,991 （＋ 3）  ■人 口  4,426 （−  1）
■    男 2,080 （−  1）  ■　  女  2,346 （±  0）

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

佐　藤　弘　一　　 91歳　　　 折　渡

槇　原　スミヱ　　 95歳　　　 神戸上

秋　末　常　雄　　 90歳　　　 上萩山

西　下　迪　子　　 90歳　　　 生　山

白　根　英　之　　 88歳　　　 折　渡

村　本　幸　枝　　 83歳　　　 多　里

氏　　名　　       　     届  出  人　　　       住　所 
ご誕生おめでとうございます

なな も

ま い

平　井　七　望　   実佳子　　   生　山

礒　江　真　衣　   祐　治　　   宮　内
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■編集･発行　日南町役場 企画課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL/0859－82－1115　FAX/0859－82－1478

町内で撮影した写真であればなんでも応募可能！
○応 募 先　①メール　s0200@town.nichinan.lg.jp　②持参
○必要事項　①写真データ　②お名前(ペンネーム可)　③連絡先(電話番号)　④撮影時期
　　　　　　　⑤撮影場所　⑥題名とエピソード
○応募締切　毎月5日（随時募集中！）町のPR等で使用させていただく場合があります。
【お問い合わせ先】　役場企画課　TEL82-1115

投稿写真募集中！

求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種

　別名アキノギンリョウソウとも呼ばれる。
葉緑素を持たない腐生（菌従属栄養）植物。
山地林内点在して発生する。高さ10～30ｃｍ。
茎頂に花を1個つける。
　各地域共に数本程度と生育本数が少ない。
また、一定の地区に長らく発生することがな
いため自生地の管理は難しい。
　保護するためには生育環境を維持すること
が重要。

ギンリョウソウモドキ
（シャクジョウソウ科)
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町
内

『
鬼
林
山
！
』

遠
く
ま
で
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

今月の 1枚 Vol.39

　鬼子母神（きしもじん）はインドにおいて沢山の子を持つ母でありな

がら、庶民の子を喰う悪鬼でした。しかしお釈迦様のお諭しにより、心

を入れ替えて仏教徒を守ることを誓い、善神となりました。古くから子

供の守護神としての力は群を抜き、発育増進・子宝・安産・病気平癒を

願い、篤く信仰されています。また日蓮宗では、中山法華経寺（千葉県）

で行われる大荒行堂に於いて、祈祷本尊として鬼子母神が祀られ、寒百

日間の荒行を修めた僧侶は、様々なご祈祷を行えるようになります。

　解脱寺では、毎年 7 月最終日曜日に鬼子母神大祭を奉修し「ほうろ

く加持祈祷」を行なっています。「ほうろく加持祈祷」とは「ほうろく皿」

という素焼きのお皿にもぐさを焚き、頭に乗せて行うご祈祷です。百会

というツボを刺激することにより夏バテ防止・頭痛封じにご利益がある

と言われています。
阿毘縁むらづくり協議会 TEL 87ｰ0909問

阿毘縁むらづくり協議会

鬼子母神堂　～解脱寺の奥にたたずむ～

『
蓮
の
花
』

 

一
週
間
し
か
開
花
し
な
い
蓮
の
花
。

貴
重
な
シ
ョ
ッ
ト
で
す
。
花
び
ら
の

外
側
の
ピ
ン
ク
色
は
時
間
が
経
つ
と

無
く
な
り
、
全
て
ク
リ
ー
ム
色
に
な

る
よ
う
で
す
。

『
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

　
　
　
　
　
　赤
ち
ゃ
ん
』

　８
月
11
日
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
保
護
さ
れ
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
が
保
護
さ
れ
る
の
は
珍
し

く
、
ス
タ
ー
的
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

きしもじんどう

～臨時特別企画～

広報担当による


